
６月からのラグビースクール活動再開に向けての指針 

 

兵庫県ラグビーフットボール協会 

 

長い自粛期間を経てラグビー競技活動に参加するスクール生たちの運動不足やストレスを鑑み

て、基礎体力等を元の状態に戻すことを第一の目標に置きながら、感染防止対策を徹底したうえで

スクールの活動を再開してください。 

 

 

（１）特に注意・注視すべき期間 

令和２年６月中 

 

（２）活動時間 

・スクール生の活動は、週休日は土曜日、日曜日のいずれか１日とする。平日に行う場合は連続

しない２日間を限度とする。（休日を含め、週３日を越えない活動） 

・１日の活動時間は、９０分を限度とする。（県・市教育委員会からの部活動指針により高校生

は６月２週目まではこの形で実施します。） 

 

（３）活動場所 

・競技安全性が確保でき、ソーシャルディスタンス（３密：密閉、密集、密接）に配慮できるス

ペースが確保できるところ。 

 

（４）活動の目的及び主な内容 

・基礎体力等を元の状態に戻すための内容。（身体を順化させる。） 

・個人スキルを中心とした基礎基本練習。 

・「見る」「決断」「行動」など個人の持つ判断力・実践力が養える練習。等 

 

※できるだけコンタクトプレーを避けてください。 

※交流活動（対外試合等）や合宿は市内外を問わず行わないこと。普段からコンバインドチ

ームとしてチームが形成されているところは合同練習は可能とする。 

 

（５）スクール生の健康観察 

・活動前日、活動日には家庭において必ず検温を行ってもらい、発熱や風邪（のどの痛み、咳）

の症状が見られるかを確認してもらうようにご指示ください。 

 

・活動中にコーチングスタッフ等は、発熱や風邪の症状が見られたら、活動に参加させず自宅で

休養するよう指導してください。 



（６）活動にあたっての注意点 

①これまでの各種大会等が中止になったことで、虚脱感を抱いていたり、長時間部活動を実施して

いないことで、自信を喪失していたり不安を抱えていたりするスクール生がいることが想定されま

す。そのため、スクール生の様子をよく観察するとともに、熱心に取り組んできたスクール生や保

護者の目線に立ち、心のケアにも努めていただきますようにお願いします。 

 

②梅雨に入り暑さも増してくる時期でもあることから、急な再開は熱中症を起こす危険性があり、

新型コロナウイルス感染症対策と併せて、スクール生の健康管理に十分配慮された活動をしてくだ

さい。 

 

③コーチングスタッフ等は、活動前・活動後に手洗いや咳エチケットなどの基本的な感染症対策を

徹底するよう指導するとともに、活動後も体調等の変化がないか確認してください。 

 

④集団感染は、１.密閉空間であり換気が悪い、２.手の届く距離に多くの人がいる、３.近距離で会

話や発声があるという３つの条件が重なったときであるとされていることから、コーチングスタッ

フ等は、活動の準備・部活動中・練習前後のミーティング・片付けにあたり、以下の点を徹底して

ください。 

 

・スクール生、コーチングスタッフ相互の距離は、おおむね１～２ｍ離すなど、可能な限り生徒

同士の距離を確保するよう配慮してください。また、不要な接触は避けるよう指導してくださ

い。 

 

・近距離での会話や大声（掛け声）を出すような活動は避けてください。 

 

・軽度な運動を行う場合や生徒がマスクの着用を希望する場合は、マスクの着用をさせる。その場

合、スクール生の呼吸が苦しい様子が見られる場合は、十分な配慮をしてください。 

 

・活動の準備や片付けは、更衣場所で密集が起きないように配慮してください。 

 

・コーチングスタッフは可能な限り練習用具の使用の前後にアルコール等で消毒を行い、スクー

ル生間で共有するようなものは使用させず、個人で持参させるようにすること。（例：スクイズ

ボトルやヘッドギア、タオルなど） 

 

・コンタクトプレー練習はできるだけ避けて、個人の基本技能の習得やコンタクトプレーを伴わ

ない組織プレーなどに重点を置いてコーチングを行ってください。 

 

（７）その他 

・県内の患者発生状況など取り巻く状況により、上記対応を変更する可能性があります。 


